
第一部：二度目の人生

第二部：視覚障害者の歩行訓練を通して学んだこと

■講　　師 丸山　訓代（まるやま　くによ）

記念講演

■講　　師 日紫喜　均三（ひしき　きんぞう）
■講演要旨 中途失明の悲運を乗り越え、前向きに生きている姿をみて
 「生きることとは何か」を感得して欲しい。

■私達の高校時代
　1960年、日米安保条約改定の混乱の中、岸信介内閣に代わって登場した池田勇人首相の所得倍増計画が発表され、今の中

国のような高度経済成長真只中の高校生活を送りました。ここにその三年間の概略を伝えます。
　昭和35年
4月入学。春の北信越野球大会優勝（期待を抱くも、夏は丸子実業に初戦敗退）労使紛争の天王山とされた三池争議、浅沼社会党委員長刺殺事件

　昭和36年
秋の運動会が廃止され（三村成美先生が信毎にもっともらしい理由を述べていましたが、前年の棒倒し乱闘事件が本当の理由です）学校－岡谷－
辰野－塩尻間の50kmの強歩大会となる。ユーリ＝ガガーリン少佐が人類初の有人宇宙飛行に成功。大鵬と柏戸が同時横綱昇進（柏鵬時代到来）

　昭和37年
次年度の生徒急増対策で普通教室増設工事。創立40周年事業の体育館建設工事（使わずに卒業。寄付だけはした覚えあり）が行われた。
ソ連がキューバにミサイル基地建設（キューバ危機勃発）水俣病、スモッグなどの公害問題表面化

　昭和38年
3月卒業。正月の全国サッカー選手権で初のベスト8進出。J・F・ケネディ米大統領暗殺。テレビ宇宙中継成功のメッセージを大統領が日本に送る予
定であったが、同大統領暗殺という衝撃的ニュースが伝えられることとなった。

第 15回生　田口 勝　画 点字で書かれた原稿の一部

高校第15回卒業　県陵三八会第15回

■平成5年（1993年）4月17日（土） ： 於　県ヶ丘高校体育館


